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第３章 大阪港の景観特性の整理事例                                 

 

景観形成に際しては、建築物の計画時などに、前提となる敷地の特性や周辺景観を読み解

き、景観計画の方針も踏まえながら、景観配慮の工夫を考えていく必要があります。 

広範囲に及ぶ大阪港の土地利用や景観は、地域によって多様であり、周辺景観も異なりま

す。本章では、敷地特性や周辺景観を読み解く事例として、河川沿いに集客施設や物流施設

が集積し、市民の多くが目にする機会がある安治川地区について特徴等を整理しています。 

 

 

1 安治川地区 

安治川周辺は、近世以降、諸国物産の集積地であった大阪の水運の中心として反映し、河

川港のとしての大阪港の起源となる地区です。現在は、上流では市街化が進んでいますが、

安治川水門より下流では、河川沿いに物流倉庫や工場等のまちなみや、天保山ハーバービレ

ッジやＵＳＪ周辺の賑わいのある景観などが形成されています。 

 

◆土地利用現況図 
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◆都市計画に基づく用途地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆港湾法に基づく臨港地区の分区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※用途地域、分区については、概ねの区域を示したもので、正確性を欠きます。  

 近隣商業地域 

 商業地域 

 準工業地域 

 第 1 種住居地域 

 第 2種中高層住居専用地域 

 第 1種中高層住居専用地域 

 工業専用地域 

 商港区 

旅客又は一般の貨物を取り扱わせること

を目的とする区域 

石炭等大量ばら積を通例とする物資を

取り扱わせることを目的とする区域 

工場その他工業用施設を設置させること

を目的とする区域 

その景観を整備するとともに、港湾関係

者の厚生の増進を図ることを目的とする

区域 

 特殊物資港区 

 修景厚生港区 

 工業港区 


